















STARS & SKY 
 
滋賀県草津市外（瀬田局区内）山本天文台内東亜天文学会発行 
1957 年 2 月号 月 刊 誌 （1957 年 1 月 25 日発行） 






読みづらいガリ盤刷からワープロに入力しました。表紙には全 42 号のうちの第 37 号の表
紙デザインを使いました。年号や号数などあきらかな間違いは訂正しました。 




・あの頃の思い出（1）[一大流星の撮影] 第 2 号、1954 年 1、2、3月 
・あの頃の思い出（2）[私の初めての天体観望] 第 3 号、1954 年 4 月 
・あの頃の思い出（3）[最初の渡米の頃] 第 4 号、1954 年 5 月 
・あの頃の思い出（4）[鷲座新星の発見] 第 5 号、1954 年 6 月 
・あの頃の思い出（5）[跳るペルセウス] 第 6 号、1954 年 7 月 
・あの頃の思い出（6）[水沢の二年間] 第 7 号、1954 年 8 月 
・あの頃の思い出（7）[センチュリ大辞書をなつかしむ] 第 8 号、1954 年 9 月 
・あの頃の思い出（8）[フィンレイ・佐々木彗星の発見の頃] 第 9 号、1954 年 10 月 
・あの頃の思い出（9）[ペライン彗星の失踪であきらめられない気持ち] 第 10 号、 
1954 年 11 月 
・あの頃の思い出（10）[ヘンリ・ノリス・ラッセル教授のこと] 第 11 号、1954 年 12 月 
・あの頃の思い出（11）[日本各地で地球の引力を測る] 第 12 号、1955 年 1 月 
・あの頃の思い出（12）[花山天文台創立の前後] 第 13 号、1955 年 2 月 
・あの頃の思い出（13）[処女作『星座の親しみ』の由来] 第 14 号、1955 年 3 月 
・あの頃の思い出（14）[自転車に乗り始めた頃] 第 15 号、1955 年 4 月 
・あの頃の思い出（15）[ハーバードの三羽烏] 第 16 号、1955 年 5 月 
・あの頃の思い出（16）[初めて読んだ天文書] 第 17 号、1955 年 6 月 
・あの頃の思い出（17）[暑さとの戦い] 第 19 号、1955 年 8 月 
・あの頃の思い出（18）[大学の大火事] 第 20 号、1955 年 9 月 
・あの頃の思い出（19）[彗星 Pons-Coggia-Winnecke-山崎-Forbes-Crommelin] 第 21 号、 
1955 年 10 月 
・あの頃の思い出（20）[ペライン博士に会った頃のこと] 第 22 号、1955 年 11 月 
・あの頃の思い出（21）[台湾の日食の頃のこと] 第 23 号、1955 年 12 月 
・これからは余分の生涯（所感） 第 24 号、1956 年 1 月 
・わが交友（1）Harlow Shapley 第 25 号、1956 年 2 月 
・わが交友（2）Otto Struve 第 26 号、1956 年 3 月 
・わが交友（3）G. Van Biesbroeck 第 27 号、1956 年 4 月 
・わが交友（4）Miss Anne S. Young 第 28 号、1956 年 5 月 
100
・紀州の旅 第 30 号、1956 年 7 月 
・名古屋えの行き帰り 第 31 号、1956 年 8 月 
・Lowell Observatory Visited 3 回ローヱル天文台を訪問（その日の日誌） 第 32 号、 
1956 年 9 月 
・オーロラを見た日[Auroral Apparitions] 第 33 号、1956 年 10 月 
・ゆかりの友 水野千里さん 第 35 号、1956 年 12 月 
・ゆかりの友（2） 古賀和吉さん 第 36 号、1957 年 1 月 
・ゆかりの友（3） 伊達英太郎君 第 37 号、1957 年 2 月 
・ゆかりの友（4） 三沢勝衛さん 第 38 号、1957 年 3－4月 
・ゆかりの友（5） 古川龍城君 第 39 号、1957 年 5 月 
・ゆかりの友（6） 大庭濱子さん 第 40 号、1957 年 6 月 
・ゆかりの友（7） 水野恭介さん 第 41 号、1957 年 7 月 





 1927 年 3 月 3 日に、期待されてゐたヰンネッケ彗星が米国ヤーキス天文台でヷンビース
ブルック氏に再発見され、初め光度は 16 等級であったが、漸次に地球に近づいて来ると共
に、明るくなって来た。この星は 1921 年の夏にもやって来て、はなはだしい微光流星を見






姿で、6 月 13 日に出発し、岡山、下関、京城あたりで友人の見送りを受けつつ急行し、15











6 月 29 日正午過ぎには日食があったが、これは英国辺では二百年ぶりの皆既食なのでよ
ほど騒がれたけれど、東洋方面では部分食であったので、自分はこの日午後一通りの接触
時刻観測などやった後は、来観した学校生徒たちに日食を見せたのみに止まった。 
その夜も晴れたので幾枚からの彗星写真を撮った。そして 23 時 30 分から南天の蜴座へ
カメラを向け、序に小遊星セレスと土星との見えてゐるあたりの星野を約 30 分間にわたっ



















1891 年 10 月の美濃尾張の大地震であった。 





























 私が初めて渡米したのは 1922 年の秋だった。その年 9月 11 日英子と共に京都を出発し、




へ到着したい気持ちで一ぱいであった。それで、10 日 4 日にヸクトリアの天文台を参観し
た以外は、何も見学せず、一目散にシカゴへ汽車で走った。 









































































は皆 6月 8日だった。（山本一清） 









































殆ど知らない昔話である。それは 1914 年 5 月から 1916 年 5 月までであった。今年（1954
年）四月からは水沢市ということになったが、40 年前の水沢町はまことに淋しい東北の片
田舎であった。 




















































































 越えて 10 月 26 日 22 時頃佐々木君が突然として宅へやって来た。“何だか新彗星らしい
ものを見つけました”と言う。詳しく聞いて見ると、実は 25 日 8 時頃佐々木君が暇にまか
















Comet Sasaki October twenty-fifth eight oclock right acsension twenty 
Hours sixteen minutes declination twenty-six degrees, south ... 
という風であったから、二通で 100 円以上の大金を払ったのも無理は無い。 









1920 年の夏から病気となり、1921 年 2 月に郷里で永眠した。惜しい人であった。しかし、
その存在はササキ彗星の発見によって、永久に残されることとなったのであった。田上天
文台には今も佐々木君手製の六分儀が一つ残ってゐる。 


























夜のうちにでも 24 吋機で撮影する手筈にした。ところが、何分にも初発見から 2週間もた
ってゐるので、この捜索は困難を極め、幾枚もの広い星野写真を立体比較器で測って見て
も成功しなかった。その後、2月 6日バーナード氏の死という事があり、彗星のことは誰も




    近日点通過(GMT)   引数   昇交点   傾斜  近日距離 分点年  軌道 
中村星 1922 年 11 月 1.9 日 175°7′ 239°54′16°33′ 0.0746 1922 年 パラボラ 
BAA       “   10 月 7.1  169 49    237  58   17  41   0.0924    “     楕円 



































 私が初めて直接にラッセル教授に会ったのは 1922 年の末、ボストンで開かれたアメリカ
















 1933 年にも、1937 年にも 1938 年にも私は渡米しまさいたが、ラッセル教授に会ったの

















をした後、7 月 21 日に同行 4 人で出発し、高知県高知、同県中村町、佐賀県唐津市、熊本
県人吉町、岐阜県高山町、同県中津川町、和歌山県新宮町の順に旅行し、9月 7日京都に帰
着、15 日に標準観測終了。 
 翌 1912 年は 6月 21 日より標準観測をなし、7月 1日京都出発、同 4日東京大学で再度の
標準観測をし、同 10 日上野駅発、岩手県遠野町、北海道札幌、室蘭、旭川、帯広、森野、
函館、岩手県宮古、宮城県気仙沼の順路で観測をやり、東京を経て、9 月 4 日京都に帰着。 
 次いで 1913 年には 8 月 7 日京都で標準観測を始め、同 17 日出発、山形県酒田、北海道










































回となく登山して工事の進展を監督した。ところが、一方に於いて 1929 年 5 月に南洋方面
に皆既日食があり、第二講座ではスマトラ島へ観測に出かける準備もしてゐたので、一時




も働き続けた。そして、同年 10 月 17 日には首尾よく落成式を挙げたのであった。私は外
遊中に欧米各地の七八十ヶ所の天文台を見てまわったことがあるので、花山天文台の建築
や設備には多少自信を有ってゐたが、しかし主要機械が口径 30cm の屈折赤道儀というので
は全く自慢にもならなかった。只、太陽館には径 40cm のシーロスタットと 5cm スリットの
分光太陽写真儀を据え、子午儀室には径 10cm のバンベルヒ機とレヨルト自由時計とを置き、












古い Kazan 天文台というのがある。これと混雑しないために、吾々の方はわざわざ KWASAN
という名を用いることにした。これが今日も内外に通用してゐる。私は田上を創立するた
めに、1938 年に花山を辞したけれど、今尚私有の図書や物品が幾らか山の上に残ってゐる。



















































































































































 やはり高校在学中であったか、私は丸善の書架で C.G. Dolmage という人の Astronomy of 



























だまだがまんが出来ると思う。―――それは 1929 年のジャヷ・スマトラ行であった。 




 3 月 24 日一行は神戸からタコマ丸で出帆した。25 日関門港、4月 1日香港を経て同 8日
シンガポア港に寄った頃は既によほどの暑さで、行く先の炎天作業のことを思い、熱帯地
用の特性ヘルメット帽を買わせられたが、これは二十数年後の今日でも使ってゐる。 














は妻と共に 5月 10 日観測地を出発し、翌日ベラワンデリ港出帆、ジャヷでの第 4回汎太平
























































 来 1956 年の秋には待望のクロンメリン彗星がやって来ることを、去る八月末の彗星流星
合同委員会（花山）で話し合った。この星にはいろいろの思い出が湧く。 
 1928 年（昭和 3年）十月 28 日の早朝、岩手県水沢の緯度観測所の技師であった山崎正光
氏が獅子座に彗星らしいものを発見したが、翌日から 10 ケ日以上も曇り続けたので確かめ





て口径 16 センチのエリソン反射機を携え、台湾に出かけることにし、十二月 24 日に出発
し、25 日門司から大和丸で出帆した。そして 27 日に台北着、31 日には台南に着いて、師
範学校に観測点を決定した。実は此の日恰も火星による一恒星のかくれんぼが此所で見え
る筈であったが、惜しくも空は曇った。 
 台南に約 10 日間滞在したが、天気は案外に悪く、ノヷ・ピクトリス星を一二回観測した
ほか、彗星は観測し得ずに、引き上げて、1929 年一月 3日に京都に帰った。 
 この彗星はその後、南米や南アフリカのあたいの諸所の天文台でよく観測され、軌道は
英国のクロンメリン（A.C.D. Crommelin）氏が徹底的に研究した。それによると、この彗





















であったと思う。実際彼は 1895 年から 1902 年までの間に合計 9個の彗星を発見した経歴
を有つ。それに尚、彼は木星の第 6、第 7の衛星も発見してゐる。それから 1901 年のペル
セウス新星からガス霧がが膨張して行くのを発見したのも彼であり、又、クロカ反射鏡で
観察し得る銀河外の星霧の数が幾百万とあることを知ったのも彼であった。これらは皆彼
が 1893 年から 1909 年まで 16 年間リク天文台に勤めてゐた時の業蹟である。1909 年に彼は
リク天文台を辞して、遠く南米のアルゼンチン国のコルドバ天文台長に就任し、1936 年に





たのは 1896 年 12 月 8 日であった。当時の光度は８等級で、軌道がビーラ彗星に似た楕円








は 1923 年 9 月 18 日で、当時それは日本では関東大震災の後の混乱時機であったが、アメ
リカでは同年 9月 10 日の皆既日食を見るため国内国外から多くの天文学者が南部カリフォ
ルニアに集った。その期を利用して、パサデナ市で全米天文学会が開かれた時であった。















ペライン氏は 1951 年 6 月 21 日に 83 歳を以て、南米アルゼンチンで死去された。 






 今からちょうど 15 年前、即ち 1940 年は私の身辺に於いても可なり事の多い年であった。
私はこの年の初めから田上天文台を建設する計画をねり、春の頃から邸内には 3人の大工
や其の他十数人の人々が入り込んで、労作を進めた。11 月 12 日には水星の太陽面通過が起
ったが、その時はまだ観測室が出来上ってゐなかったので、屋外で晴天に恵まれながら、
首尾よく観測をやり遂げた。 













 翌 21 日、早く起き、正午まで諸方から集まって来た約 80 名の人々と共に観測陣を張っ
た。戦時態勢の時節ではあったが、なかなか豪勢な意気込みであった。空は朝から曇り気
味であったが、幾らか雲が淡くなる気配なので、希望を有ち続け、12 時 10 分の初虧をうま
く捕えた。しかし食分の進むと共に雲の来往は激しくて、決して楽観を許さない。13 時 41
分に皆既食が始まったが、皆既時間は 2分 15 秒間。この間に幸いにして雲が切れ、肉眼や
双眼鏡による観測者は確かに、コロナの姿を捕え、或る人々は写真も撮った。プロミネン
スも美しかった。しかし、それなりで、15 時 9 分の復円の観測は全く曇られた。 
 実に劇的な日食観測であった。“天界”第 246 号には当日の状況が詳報されてゐる。あの
記事は今尚何回読んでも実感を呼び戻す。 
 食がすめば、一刻も早く帰らねばならぬ。これが自分の責任感であった。そこで、速水



























































































































 同君は今やアメリカ天文学界の重鎮であるばかりでなく、1952 年から 1955 年までは国際
天文同盟のプレジデントをも勤め、祖父（Otto）や曾祖父（Wilhelm）にも劣らない名声を
得た。若かった頃の事を思って、わが事のようにうれしい。（山本） 




G. Van Biesbroeck 
 








































Miss Anne S. Young 
 
 私が学生であった頃、天文学の教科書として最も広く読まれたものは米国の Charles A. 































































 15 日の午後と 16 日の午後とは新宮で講演した。新宮の市民たちに“原子爆発と天文学の
話”と“宇宙旅行の話”をした。時勢がらのトピックで、皆よく聞いてくれた。質問も活
発であった。 
















































場所なのだが、この天文台の危機に当面するのでないかと気にかかる。 （1956 年 8 月号） 
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Lowell Observatory Visited 
3 回ローヱル天文台を訪問（その日の日誌） 
 
1923 年 10 月 26 日（金）[パサデナからケンブリッジへ行く途中]英子同行。汽車は走る。
朝 8時 50 分アリゾナ州セリグマン駅で食事。こゝから時刻は山岳時に変る。昼食はヰリヤ
ムス駅、午後 1 時 40 分フラグスタフ着。E.C. スライファ君に迎えられ、車で直ちにロー
ヱル天文台に伴われた。天文台は市外の“火星丘”（Mars Hill）上にあって、見晴らしが
良い。北には 13000 呎の SanFrancisco 峯が聳えてゐる。天文台では台長 V.M. スライファ
氏に迎えられ、24 吋の望遠鏡や図書室内の多くの天体写真を見せられた。夕刻、食事のた
め下町に下り、すぐ又迎えられて天文台に帰って、先刻に引き続き多くの天体分光写真を
説明された。午後 8 時過ぎ、大急ぎ 24 吋で星団など見た後、停車場に駆けつけ、9 時発の
Scout 号に乗る―――ローヱル天文台には僅か半日の訪問であったが、両スライファの親切
な待遇により愉快であったばかりでなく、学術的に非常に力強い暗示を受けた。殊に彗星
と遊星の写真及び火星表面学上に最も貴いものを得た。        （天界 40 号） 
 
1933 年 7 月 18 日 [シカゴからロスアンゲレスへの単独行] 






です。1930 年 1 月 23 日の乾板です」と言って、貴重な資料を見せてくれる。それから台長




長や台員諸氏に感謝しつゝ別れを告げ、15 時 47 分発の列車で西行する。 （天界 158 号） 
 
 1937 年 8 月 9 日（月） [シカゴからロスアンゲレスに向う途中] 3 人同行 
 16 時フラグスタフ着、駅頭で V.M. スライファ台長の出迎えを受け、直に火星丘上の天
文台に案内された。台長室で E.C. スライファ氏にも会い、ペルー日食の土産話などした。
この天文台の人々は今まで度々日食観測の経験がある人々なので、話ははづむ。台長の案
内で、冥王星発見の 13 吋機や、火星観測、恒星スペクトル観測用の 24 吋赤道儀を見せら
れ、故ローヱル博士の墓にも礼する。夜は Monte Vista Hotel に泊る。 
 翌 10（火） スライファ台長の斡旋で雇い入れた車にのり郊外にドライブし、先づ有名
146
な隕石坑を見、午後は同じ車でグランドカニオンを見に行き、20 時ヰリヤムス駅で西行列
車に投ずる。乗車前、駅前広場でフィンスラ彗星を北天に見る。（天界 206 号） 









1923 年 2 月 25 日（日曜） 米国ヤーキス天文台にて 




自分は 3 時から 24 吋反射鏡で乙女座 U 星や猟犬座の渦状星霧 M51、大熊座ζ星などを撮影
す。（後略）                         （天界 31 号より） 
 







 翌 10 日の朝も 2時から北天が明るいのを自分は独りで見た。 
 その後暫く何も見えなかったが、9 月 5 日 2 時 15 分頃、又々北天にオーロラを見た。と









 前田氏は 8月 9日と 9月 5日とに見られ。 
 三井氏は 9月 7日に見られた由、図を添え、詳報された。 
 オーロラは紀元 620 年以来、わが国の記録にも 30 回以上現われてゐるが、これらは皆特
に著しいものばかりである。オーロラに関心を有ち、オーロラのことに始終気を付けてゐ
る人々（Aurora-minded の人々）にはもっともっと頻繁に見える筈である。自分は 8月 9日
以来、9月 20 日までの間に既に 10 回以上も見てゐる。但し、大都会ではダメ。必ず田舎の































































































































































































































































 つい数日前、大阪の或る古書店の棚を見てまわった時、R. Schofield の Code-Book とい
うのが二冊も並んでゐるのを見て、いろいろ昔のことを思い出した。スコフィルドさんは





























（『星と空』第 42 号、1957 年 8 月号） 
 
157
